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ti〕i じ め  に

石見空港は石見西部に位置する益田市郊外の低丘陵地帯に計画され、平成 5

年の開港に向けて造成工事が進んでいます。この事業に先立ち、島根県教育委

員会は島根県土本部の委託を受けて 3カ年で埋蔵文イ笞財の調査を実施しました。

本年度は第 3年次にあたり、平成 2年 4月より平成 3年 1月までの期間を費

やし、滑走路の西倶」を中心に点在する遺跡を対象として調査を進めてまいりま

した。今夏は例年になく炎天が続き、また、現場も広域にわたつておりました

が、無事に調査を終えることができました。その結果、古代の集落跡や江戸時

代末頃の瓦窯跡など、この地域における人々のくらしを知る貴重な資料を得ま

した。

以下はその調査概要です。この小冊子が石見地域における歴史の解明に多少

なりとも役立てば幸いです。
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圃  大溢遺跡(第 2地点)調査区

圏  仁右ヱ門山遺跡(第 3地点)調査区

囲  相生遣跡(第 4地点)調査区
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図 2 平成 2年度 発掘調査区位置図 (1:5000)
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今年度は峠 山遺跡、ゴセコウ遺跡の範囲確認調査と、大溢遺跡、仁右ヱ門山

遺跡、相生遺跡の本調査を実施しました。

大溢遺跡 (第 2地点、古代集落跡)は 5月から12月 まで約2,300面 を調査、仁

右ヱ門山遺跡 (第 3地点、近世の瓦窯跡)は 12月 から Iケ月で約220爾を調査、

そして相生遺跡 (第 4地点、近世の瓦票跡)は 5月から12月 まで約1,880爾を調

査しました。

その他の遺跡については範囲確認調査の結果、遺構 。遺物とも確認すること

ができませんでした。
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位 置 と 環 境

益田市は東西に細長い島根県の西端に位置しており、北に日本海を臨み、三

方は中国山地から続 く山並みに囲まれています。平野部は東からの益田川、南

からの高津川の流入によって形成されており、石兒部最大の規模を有 します。

この 2つの河川は流域に豊かな稔りと豊富な水をもたらしてきました。また、

県内にあっては日照時間が長く、比較的温暖な気候です。交通の面では、広島

県西部、山口県各地とも比較的短時間で結ばれ、山陰とこれらの地方とを結ぶ

重要な分岐点の 1つとなつています。

このような立地条件のもと益田市は経済的、文イЪ的に石見西部の中心地の 1

つとして発達してきました。

歴史的にみても、古くは縄文、弥生、古墳時代のものから、三宅御土居回、

七尾城跡など中世益田氏関係の遺跡、近世、近代の宗業生産遺団など古くから

の人々の営みや、他地域との交流をうかがい知る上で重要な遺跡、文イ巴財が東

部地域を中心に数多く知られています。

さて、石見空港は前述 しました平野部の西恨」丘陵地に計画されております。

これまでに予定地内の東狽!に おいて北ケ迫遺閻 (瓦窯跡 )、 フケ田平遺跡 (中世

の祭祀跡 )、 根ノ本田遺跡 (古代の祭祀跡、その他)などの調査を行い、多くの

成果在得ました。

大 溢 遺 跡

この遺回は標高70mの斜面に営まれた古代集落跡です。周囲―帯は山林です

が、丘陵の西恨」には南に伸びる谷 (地元では溢と言います)があり、最近まで

その狭い谷筋で水田や畑が営まれていました。また、これらに伴う溜池も数ヶ

所で認められています。

発掘は、ます、範囲確認調査として丘陵全体を 3つに区切 り、西狽」斜面を I

区、尾根をⅡ区、東狽」斜面をⅢ区として始めました。この結果、 I区とⅢ区で

遺構を検出しましたので、引き続き本調査も実施 しました。



写真 1 大溢遺跡 I区 (南から)

I区は、馬蹄形をなす尾根の内狽」にある緩やかな斜面に立地しています。後

世の畑作により部分的に改変されていましたが、調査により地山をL字状に

カットしたかなりの広い平坦面と 5棟の建物跡を検出しました (図 3)。 この造

成は東恨」斜面において 2時期、北恨」斜面では 3時期に行われており、その都度、

掘立柱による建物が建てられています。これらの建物はこの場所において生活

が始められた当初には 1ないし2棟が、多いときには数棟が建てられていたよ

うです。また、平坦面の山際には幅15～ 208m、 深さ 5～ 108mの浅い素掘りの溝

がめぐつています。これは雨水や生活排水を流すためのものと考えられます。

なお、各平坦面には広い空地が認められます。ここは作業場として使われたこ

とでしょう。

建物跡に伴う柱穴は 1棟を除いて山狽」の列のみが残り、谷狽」のものは崩壊し、

現存しておりません (写真 1)。 しかし、規模とプランを知ることは可能で、桁

行は 3間のものと 4間のものがあります。全体の構造が判るものは南端の建物

跡Ⅳ (写真 2)で、規模は当時の一般的な大きさであつた梁間 2間 (4.5m)、

桁行 3間 (6m)です。この建物跡は建物跡Ⅲに伴う柵列や溝を埋めて床面を

造り、さらに山恨」の斜面を新たに 2m削つて溝を掘つています。建物跡 Vは柱

穴が重なつて掘られており、建て替えたことがうかがえます (図 3)。

遺物としては、弥生時代の石斧 (1個)と奈良時代末より平安時代初めにか

けての多量の須恵器・土師器と少量の鉄器・石器および江戸時代末より明治時

代に至る少量の陶磁器があります。
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図 3 大溢遺跡  1区遺構配置図

平安時代の遺物は建物跡に伴い、遺構面や西狽」の谷部より出土しています。

土器の器種としては、土師器では甕が、須恵器では蓋と界が多く、他種はわす

かしか認められません。須恵器のうち蓋には輪状のつまみがあり、邦には低い

晋笞が付き、 8世紀末より 9世紀初めで、平安時代前期に属します。なお、土

師器の甕の中には器表に日日きをもつものも 1点ですが認められます。

特殊なものとしては、製塩と製鉄に関係する遺物も発見されています。塩を

つくる土器としては、運搬容器でもある内面に布目痕をもつ焼塩靖が少量出土

しています。また、谷部でも焼け石、焼土、炭が多く認められることにより、

前述の炉跡で製塩が行われていたことを裏付けています。

製鉄関係の遺物としては、数個の鉄滓 (鉄くそ)と フイゴに使う羽口の破片

があり、この集藩内で鍛冶を行つていたことを物語つています。

Ⅲ区は丘陵の東恨」に当たり、海風を避けることができるように、標高78m余

りの尾根を挟んで I区の裏側に位置します。尾根の 1～ 3m下にある斜面から
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写真2 大溢遺跡 I区建物跡Ⅳ (西から)

谷部にかけて、25× 30mの調査区を設定して発掘しました。この区の谷部にお

いては I区と同様に近年までの畑地が見られましたが、斜面は山林で農地とし

ては不u用されていませんでした。

Ⅲ区では、遺構は斜面中腹の地山を上下 2mの間隔でL字状にカットし、 2

段の平坦画を形成しています。それぞれの段には I区と同様に浅い溝がめぐり、

その内恨」に掘立柱の建物を設けています (写真 3)。 しかし、遺構を検出した時

点では柱穴の l列が残るのみで、平坦画の大部分は崩壊しており、規模などは

不明です。上段の柱穴列から下段の地山を削り落とした面との間隔は、 I区と

同じような規模の掘立柱建物を建てるのには不十分であり、何かの事情で住居

を造り替えたと考えるのが妥当でしよう。また、それぞれの遺構面の左右には

長さ 2mほどのテラスが付属しています。しかし、ここからは遺構は検出され

す、その性格については不明です。

なお、下段平坦面の南恨」には I区と同様に直径808m前後の炉跡が 4 TE認めら

れます。その位置は下段の南端と、南西隅の柱穴に隣接するものがそれぞれ 1

つすつと、これらのちようど中間に重複して 2つ検出されました。

遺物としては以下の物が出土しています。多量の須恵器 。土師器、石器が 4

個(うち2つはスクレーパー、他は弥生時代の石器用砥石と楔形石器)、 前期深

鉢の口縁部 1片を含む縄文土器の破片4個、古銭 1枚 (天保通窯)、 多量の焼け

石などです。これらの遺物は上記の遺構から出土したものもありますが、多く

は遺構より3～ 5m下の谷部からのものです。なお、石器、縄文土器、古銭な
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図 4 大溢遺跡 Ⅲ区出上土器実測図

どはこれら遺物の出土状況から見て今回検出した遺構と関連があるとは考えら

れません。

須恵器の器種については、輸状つまみの付いた蓋と低い高台をもつ郭、およ

び甕などの破片が多く認められました。また、高台のない邦、壺、高邦もわす

かですが見られました。これらの須恵器の時期は I区と同様で、奈良時代末よ

り平安時代初めに属します。

土師器についてはそのほとんどが甕です。また、内狽」に布目痕の付いた焼塩

靖の破片も少し出土して

います。このことは下段

建物跡の炉跡、多量に出

土した焼け石とともに、

このⅢ区においても I区

と同様に小規模ながら製

塩が行われていたことを

物語つています。

写真 3 大溢遺Ltl Ⅲ区全景 (東から)



持石海岸から南に伸びる支谷の最奥で見つかつたこの遺跡は、近世後期の赤

瓦 (釉薬瓦)、 日常雑器を生産した窯跡です。調査前の観察から登り窯 1基、広

範囲にわたる物原及び作業場跡と考えられる平坦面が確認できました。調査は

空港建設範囲にかかる物原の一部約220面を対象におこない、遺跡の大部分はそ

のまま残ることになりました。

調査対象となつた物原は谷底の平坦面が途切れる部分にあたり、表面上に多

量の瓦片、窯道具が散布していました。表面を掘り下 |ザると瓦などを全く含ま

ない層がみられこれが瓦窯が操業を始める前のもとの地表画だつたようです。

現地表と旧地表との比高差は最大で2.5mあ り、その間には瓦の堆積する層、土

だけの層などが幾つもみられました (写真 4)。 瓦の堆積層は窯で瓦を焼き出し

た際に出た不良品を投棄したものらしく、熔着したもの、曲がつたものなどが

ほとんどでした。中には日常雑器の破片も数多くみられました。土だけが堆積

した層は谷の埋め土 (造成土)だったようです。

写真 4 仁右ヱ門山遺LII 物原断面



物原からの出土品をみると多種類の赤瓦を生産していたことがわかりまし

た。桟瓦はもっとポピュラーなものですが、屋根に葺く場所によって幾つかの

形態があります。軒先に並び文様を持つ軒桟瓦、妻恨」には袖瓦、軒と妻の接点

にくる角瓦などがそうです。その他にも棟積みに使われる粟斗瓦、輪違い、棟

瓦、棟止瓦、軒 巴、丸瓦などがあります。

鬼瓦は雲の形をデフォルメした形態で、中央に家紋を入れたものや大形品も

含まれます。また屋根の飾りに使つた獅子像も数個ありました。

掛瓦は屋根の破風に葺く、平面が平行四辺形を呈する桟瓦の一種です。この

掛瓦の中の一枚には、裏狽」(凸面)に 「文政五年 午七月十日」と亥」んであり

ました (図 5-3)。 このことは、文政五年、すなわち1822年 (江戸時代後半)

を前後する時期にこの窯が操業していたことを示しています。

更に興味深いことは、この掛瓦の軒の文様は他の軒桟瓦の文様とは異なるこ

とです (図 5-1、 -2 写真 5)。 この文様パターンは益田市、適摩郡温泉津

町の寺院、神社所用の燻し瓦 (還元炎焼成された無和の黒瓦)の文様に近似す

るほか、近畿地方の城跡、寺院のそれや福井県で作られた赤瓦とも共通してい

ます。近畿地方では18世紀前半には出現する瓦当文様ですが、石見地方での出

現時期はなお不明と言わざるをえません。

赤瓦と黒瓦一―外観の

全く異なる両者ですが軒

文様という意匠に共通性

を持つていることは事実

です。これは赤瓦の生産

が従来の燻し瓦のそれと

時空を共有して発展して

いたことを示しているよ

うです。とすれば赤瓦の

出現とその後の展開を考

える上では、燻し瓦の生

産の動向も視野に入れた

検討が必要となるでしよ

う。 写真 5 仁右ヱ門山遣跡 出土瓦
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図 5 仁右ヱ門山遺跡(1～ 3)、 相生遺跡(4)出土瓦実測図



相 生 遺 跡

高津川から萩への旧道を西に向うと、やがて海岸部の喜阿弥地区とを分ける

坂道にさしかかります。この旧道に南面する小さな谷あいの最も奥まつた所で

遺跡は発見されました。やはり赤瓦を中心に若千の陶器を生産した窯跡で、B寺

期については、はつきりした所伝がないので限定できませんが、江戸時代後半

に遡ると思われます。

この窯跡では登 り窯 1基、不良品などを投棄した物原のほか、瓦の製作に関

わる作業場跡、製品の仕分けや焚木置場などに使つたらしいスペースなどが確

認できました。調査では窯場のほぼ全域に近い1,600面を発掘 し、その結果、瓦

の製作過程と遺構の関係や、瓦の生産状況を考えるうえで貴重な知見を得るこ

とができました (写真 6)。

以下、瓦造りの過程を追つて調査の成果をまとめてみたいと思います。

写真 6 相生遺跡 窯場合景 (調査後北東から)



瓦製作工程

瓦の原料となる土は窯場近くで

採掘するのが普通ですが、むしろ

相生遺跡のように窯場自体を粘土

の入手・運搬に便利な山あいに築

いたと考える方が自然でしょう。

掘り出した土は作業場に持ち込ま

れ、土練り、形作り、仕上げ、乾

燥、 釉 掛けの手順をすべて手作

業で行い、窯詰めを待ちます。

相生遺跡では瓦造りを行う作業

場と考えられる建物が大小 2棟

あつたことがわかりました。この

建物は谷の最奥部をL字状に削り出した平坦地に縦列して並び、後背の山際と

の間、両建物のFBgに 幅の狭い雨落ち溝がもうけられていました (写真 7)。

大きい方の建物は 6× 11.8mを測り、平面長方形を呈しています。柱のPBE隔

は 3間 ×6間を測り、土中に直に埋め立てた掘立柱の建物だつたことから屋根

は草葺きだつたようです。屋内は平坦な土間の床ですが、端東短辺に寄って

2,7× 3.2m、 深さ0.3mの方形の穴が掘り込まれていました。これは槽と呼ばれ

る穴で、この中で山の上を練つていたようです。練り上がると隣の上間で桟瓦、

軒桟瓦、東斗瓦、軒丸瓦、棟止瓦といつたように用途に応じて形作られたと思

われます。

成形された瓦は次に隣の小さな建物に運ばれたのでしよう。これは4.2× 5.4m

を測りますが柱をのせる礎石を持つことから瓦葺の建物だつたようです。この建

物の場合、掘立柱建物狽」を除く3辺に 2重の礎石列を持つのが特徴です。近年まで

操業していた瓦屋の事例を参考にすれば、これが瓦の乾燥場だつたようです。

この床も土間で、屋内にはレンガを組み合せた簡単な炉と、東斗瓦を掘り肩

に貼り付けた小さな穴が設置されていました。この周辺の床から煤の付いた土

瓶、徳利、皿、碗のほか、釉の原料となる石を粉砕するのにも使用した石自の

破片などがみつかりました。恐らく、この瓦工房の職人たちが暖をとり飲食も

したことが想像できます。

写真 7 相生遺Ltt 建物跡

(手前 掘立柱建物、奥 礎石建物)



窯 詰 め

釉掛けの終つた瓦はいよいよ窯詰

めを迎えます。窯は石見地方で一般

的な連房式登り窯です。相生遺跡で

は削り出された丘陵斜面に主にレン

ガによつて構築されています。焚き

口 (大国)とそれに続く Bつの焼成

室 (房)と煙り出しを持ち、水平長

で13.4m、 房の幅約3.2m、 勾配26°左

測る並の大きさの登窯です。窯の上

屋は草葺きの切妻構造だつたらしく、両狽」縁沿いに柱穴が並んでいました。

房内はレンガを階段状に 2～ 3段積み上げた列が18～ 158mの間[扁をおいて 9

列並んでいます。瓦はこのレンガ列の間の溝をまたぐようにして立て並べられ

ていたようです。焼成室内を調査したところ、各房とも粘上の堆積がみられま

した。これは白地 (焼成前の粘土の状態の瓦)が窯詰め後に焼かれることなく

放置された結果、溶け流れたものでした。中には窯詰めの状態をほぼ残してい

る部分もありました (写真 B)。

数18時間に及ぶ窯焚きが終り温度が下がると、製品の搬出にかかります。窯

の北西に隣接して伸びるテラス (12× 4m)では焼き出された瓦の選別が行わ

れたのでしよう。宗道具を離して一枚一枚取り上げていきますが、中には熔着

したり、曲がつたり、焼きが悪かつたりして売り物にならない瓦も数多かつた

に違いありません。こうした不良品の

山は物原として残されていました。

この窯場で焼かれなかつた自地は窯

内だけでなく、作業場の内外でも確認

されました。このような状況はこの窯

場があたかも突然操業を停止したよう

な印象を与えます。その理由は不明で

すが、いすれにしても稀有な例であり、

瓦生産の実態を考える上では貴重な資

料だと言えるでしよう。

写真 8 相生遺麒 白地配列状況

写真 9 相生遺跡 出土瓦



お  わ t(Ii

発掘調査の最終年度の今回は 3遺跡の本調査と 2遺跡の観囲確認調査を行

い、無事終了することができました。

3年間の調査では近世窯跡 3、 古代の祭祀遺団 1、 中世の祭祀遺跡 1、 そし

て古代の集落跡 1を確認したことになり、従来遺跡の空自地であったこの丘陵

上にも数多くの歴史が亥」まれていたことが判明しました。いすれも益田市域の

歴史を考える上で不可欠な資料であると言えるでしょう。

最後になりましたが、今回の調査にあたりこ指導、こ協力いただきました関

係各位に対し、記して感謝 したいと思います。

働京都府埋蔵文イヒ財調査研究センター 帥京都市埋蔵文イZ財研究所

山口県立埋蔵文イZ財センター 益田市教育委員会

島根県土木部港湾課空港整備室 島根県石見空港建設事務所
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